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特集 : 花の新病害 ( 4 )

花 の 新 藤田 菌 病
ま き

静岡 県農業試験場病害虫部 牧

仮植床 で感染 し ， 掘 り 取 り 時 に 地際部 に 多 数 の が ん し ゅ

の形成が認 め ら れ る 。 感染 し た ほ ふ く 枝 を本圃 に 定植す

る と 地際部 に が ん し ゅ が形成 さ れ， 発根不良か ら ， 生育

不良株や枯死株の発生が認 め ら れ る 。 Agrocin 84 に 対す

る 感受性 は 高 い 。

宿根カ ス ミ ソ ウ

( 1) 斑点細菌病 (P. andropogonis) (畦上 ら ， 1990) 

年次 に よ り 多発す る こ と が あ る 。 初 め 水浸状， 黒褐色

の斑点が生 じ ， 後 に 病斑 は 拡大 し ， 癒合す れ ば不整形の

大 き な病斑 と な り ， 甚だ し い場合 に は ， 棄 は乾枯す る 。

カ ー ネ ー シ ョ ン斑点細菌病 (P. ωoodsii) と 同ーの病原細

菌であ り ， 伝染様式 も 閉 じ と 考 え ら れ る 。

(2) こ ぶ病 (Erwinia herbicola f. sp. g)卯oρhilae) (木

嶋 ら ， 1987) 

品種 を 問 わ ず発生す る 。 宿根 カ ス ミ ソ ウ は挿 し芽で繁

殖す る た め ， 母木 に 本病が発生 し て い る と ， 挿 し芽の切

断面 に 本菌が寄生 し こ ぶ を形成す る 。 発根が不良 と な る

た め生育不良 と な り ， こ ぶが崩嬢 し て 枯死す る こ と も 多

い。 組織内部 に は 多量の菌が存在 し ， 根頭が ん し ゅ 病の

よ う に ， 植物細胞の形質転換 は行わ な い 。

(3) 根頭が ん し ゅ 病 (A. tumefaciens biovar 2 )  (牧野，

森田， 1984) 

こ ぶ病調査の過程で， 根頭が ん し ゅ 病菌 が検出 さ れた 。

本菌 は ， A. tumefaciens biovar 2 の 系統 に 属 し ， Agrocin

84 に対 し て 感受性で あ っ た 。 病状 は ， こ ぶ病 に 類似 し て

い る が， が ん し ゅ の肥大速度が緩慢で， や や 硬 い が ん し

ゅ を形成 し た 。

(4) 萎凋細菌病 (P. caryophylli) ( 内藤 ら ， 1986) 

7�8 月 の 高温期 に発生が多 い 。 病状 は ， カ ー ネ ー シ ヨ

ン萎凋細菌病 に 類似す る 。 は じ め 軽 く 萎凋す る 状態が数

日 続い た 後， 株全体が萎凋 し ， つ い に は枯死 に い た る 。

ス ト レ リ チ ア

(1 ) 育枯病 (P. solanacearum ) (西東， 1990) 

初め 外葉がやや退色 し て 内側 に 筒状 に 巻 き 込 む 。 発病

葉で は 導管閉塞が起 こ る た め， 脱水症状 を呈 し ， 葉柄 と

と も に 王垂れ下が り 最後 に は 褐変枯死す る 。 開花期 に花茎

が発病す る こ と も あ る 。

ダ ッ チ ア イ リ ス

( 1) 心腐病 (P. marginalis pv. marginalis) (土屋 ら ，
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は じ め に

花 の 消 費 は 高度成長 の 波 に乗 っ て順調 に 伸 び， 需要は，

10 年間で約 3 倍 に拡大 し た 。 特 に 花 の万国博覧会以後，

花 に対す る 社会の 関心が高 ま り ， 消費の拡大 と 同時 に ，

多様化 も 進 ん で い る 。 こ の よ う に 農業分野では， 数少 な

い 成長分野であ る 。 需要の増加， 農業者の 高齢化 に従 っ

て ， 栽培の形態 も 変化 し て い る 。 す な わ ち 周年生産体制

の整備， 茎頂培養技術の一般化， プ ラ グ苗の普及， 海外

か ら の 導入苗 を 用 い た リ レ ー栽培の増加及び新規花 き の

急速 な普及 な ど の状況が生 じ て い る 。

こ の よ う な背景か ら ， 発生す る 細菌病 も 増加 し ， 病原
細菌の 同定， 防除対策の確立な ど個々 に は ほ と ん ど対応

で き な い状況 に あ る 。 な お細菌病 で は ， 全 く 新 し い病原

細菌 は 少 な し 過去 に観察 さ れて い た も の が， 栽培の様

相 の 変化や， 新 し い 品種の導入 に よ っ て 多発 し た り ， 他

の植物で発生 し て い た も の が新た に確認 さ れた も の も 多
し 当。

I 最近 10 年間 に花 き 類 に 発生 し た 主 な 細菌病

花 き は ， 新奇性が求 め ら れ る た め ， 毎年新 し い種類，

品種が導入 さ れ る 。 こ の た め新た に発生が認め ら れ る 細

菌病 も 多 い 。 こ こ で は 最近 10 年間 に報告の あ っ た 細菌病

の 主 な も の に つ い て ， 切 り 花 と 鉢物類 に 分 け て ， 病原細
菌及び病徴 な ど に つ い て 記載 し た 。

1 切 り 花 に発生 す る 細菌書籍

キ ク
1 )  斑点細菌病 (Pseudomonas cichorii) (川久保， 後

藤， 1987) 

本病 は ， 自 然条件で は葉の み に発生す る 。 初 め葉縁部
に 不整形の， 黒褐色水浸状 と な り ， し だ い に 内部へ と 進

展す る 。 多湿環境が続 く と さ ら に 拡大 し て ， 薬 は枯死す

る 。 梅雨期 に は ， 病斑が急に進展 し 茎 に 達す る 。 自 然状

態 で は ， 発病 は 葉 と 茎 に 限 ら れ る 。

(2) 根 頭 が ん し ゅ 病 (Agrobacterium 初mefaciens

biovar 1) (牧野， 1991) 

山上 げ栽培で被害が発生す る 。 発根苗 を仮植す る と ，
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1987) 

ピニ ルハ ウ ス 栽培で は ， 1�2 月 頃 に 発生す る 。 株の芯

が枯れて つ ぼみがで な い 。 ま た 出 た 場合 で も 腐敗す る 場

合があ る 。 外棄の発病 は み ら れな い。 凍害 に よ っ て発病

が助長 さ れ る 。寒 さ に 弱 い 品種で発生が多 い傾向であ る 。
デル フ イ ニ ュ ー ム

(1) 斑点細菌病 (P. syri増cae pv. delPhinii) (木嶋，

1987) 

本病 は ， 葉 に 発生 し 始 め 葉縁や 葉脈沿 い に 水浸状の斑

点 を生ず る 。 こ れ は 後 に 拡大 し ， 褐色 と な っ て 腐敗す る 。

病勢が激 し い場合 は ， 腐敗 は 葉柄か ら 茎 に 及 び茎枯状 と

な る 。 同一の病警が ラ ナ ン キ ュ ラ ス に も 発生す る 。

ス タ ー チ ス

(1) 萎凋細菌病 (西 山 ら ， 1987) 

夏期高温期 に 発生が多 い 。 初 め 下葉 の 一部が黄化 し ，

脱水症状 を 示 し 萎凋 す る 。 や がて 症状 は上位葉へ と 進み，

葉身全体が萎凋枯死す る 。 上位葉 で は ， 葉脈が黄化 に先

行 し て 現れ る 。

(2) 青枯病 (P. solanacearum) (陸上 ら ， 1990) 

本病 は ， 夏期高温期か ら 秋期 に か け て 発生が多 く ， 春

期の発生 も 認 め ら れ る 。 ナ ス 科の 青枯病 と 同様な症状で，

下葉か ら 急速 に 萎凋 し 青枯状態 と な り ， や がて枯死 に 至

る 。

以上過去約 10 年聞 に発生 し た 細菌病 に つ い て ， そ の病

徴， 発生様相 な ど に つ い て 簡単 に 記 し た 。 な お そ の他本

文 に 記載の無い も の も 含 め て 表一1 に 示 し た 。

2 鉢物 に発生 す る 細菌病

鉢物 は ， 花 を 主体 と す る も の か ら ， 観葉 を 主体 と す る

も の ま で極 め て種類が多 い 。 ま た 栽培方法 も ， 種々 の技

術 を 用 い て 市場の需要 に対応 し て い る 。 し た が っ て 本来

植物が健全 に 生育す る の に 適 し た 環境 と は い い がた い状

態で栽培 さ れて い る も の も 多 い 。 ま た 成長 を促進 さ せ る

た め ， 肥培管理 に 除 い て も 著 し い 多肥栽培 と な っ て い る 。

こ れ ら が細菌病の発生 を助長す る 一因 と な っ て い る 。

洋ラ ン類

洋 ラ ン に は ， 多 く の種類が あ る が営利栽培 さ れて い る

も の は ， シ ン ビ ジ ウ ム ， カ ト レ ア ， デ ン ド ロ ビ ウ ム ， フ

ア レ ノ プ シ ス ， オ ン シ ジ ウ ム な ど で あ る 。 ラ ン類 は ， 年

聞 を通 じ て 高温が要求 さ れ る た め ， タ イ ， 台 湾 な どの外

国で育苗 さ れた も の が， 圏 内 で リ レ ー栽培 さ れ る こ と が

多 い 。 こ の た め 同一病害が全国一斉 に 発生す る こ と が よ

く み ら れ る 。 こ れ ら に 発生す る 褐色腐敗病， 褐斑細菌病

は ， ウ イ ル ス 病， 腐敗病， 炭 そ 病 と 並 ん で重要な病害 と

な っ て い る 。

(1) 褐色腐敗病 (P. gladioli pv. gladioli) (木嶋， 1987) 

シ ン ピ ジ ウ ム ， デ ン ド ロ ピ ウ ム ， カ ト レ ア な ど で発生

が多 い 。 苗 の 時期 に 主 に 葉 に 発生 す る 。 病勢進展が激 し

い と ， パ ル プ ま で侵 さ れ株 は 腐敗枯死す る 。 250C以上で

発生が多 く ， 15T以下で は発生が少 な い 。 通常 は傷感染

に よ っ て 発病す る も の と 考 え ら れ る 。 長時間多 湿条件下

に お く と 激 し く 発病す る 。 し か し 湿度が 80%以下で は ほ

と ん ど発病 し な い 。

(2) 褐斑細菌病 (P. avenae) (木嶋， 1987) 

フ ァ レ ノ プ シ ス 及 び カ ト レ ア に発生す る が， フ ァ レ ノ

プ シ ス での被害が 目 立 つ 。 フ ァ レ ノ プ シ ス で は ， 初 め 黄

表 ー 1 最近花 き に 発生 し 問題 と な っ て い る 細菌病

植物名 | 病原菌名

キ ク | 斑点細菌病 (Pseudo明仰必 αichorii)

根頭がん し ゅ 病 (Agrobacterium tumefaciens 
biovar 1 )  

カ ー ネ ー シ ョ ン | 萎凋細菌病 (P. caryophylli) 

宿根 カ ス ミ ソ ウ

ガ ー ベ ラ

洋 ラ ン

( シ ン ピ ジ ウ ム )

( カ ト レ ア )

( フ ァ レ ノ プ シ ス )

( オ ン シ ジ ウ ム )
(パ ン ダ)

( ミ ル ト ニ ア )
カ ラ ー

シ ン ゴ ニ ウ ム

ア ン ス リ ウ ム

デ ィ フ ェ ン パ キ ア

ス タ ー チ ス

シ ク ラ メ ン

プ リ ム ラ

マ リ ー ゴ ー ル ド

デノレ フ イ ニ ュ ー ム
ス ト レ リ チ ア

ア イ リ ス

ヒ ヤ シ ン ス

プー ゲ ン ビ リ ア

ア ジ サ イ
カ ナ メ モ チ

立枯細菌病 (Erwinia chrysanthemi pv. 
dianthicola) 

斑点細菌病 (P. andropogonis) 
萎凋細菌病 (P. caηloPhyliil 

斑点細菌病 (P. andropogonis) 
こ ぶ病 (E. herbicola f. sp. gypsophilae) 

根頭が ん し ゅ 病 (A. tumefaciens biovar 2) 

斑点細菌病 (P. cichoriil 
軟腐病 (E. chηlsanthemi pv ρhilodendroni) 

褐色腐敗病 (P. gladioli pv. gladiolil 

褐色斑点細菌病 (P. avenae) 

褐斑細菌病 (x. campωtris pv. zantedeshiae) 

褐斑細菌病 (x. campestris pv. syingoniae) 

褐斑細菌病 (x. campestris pv. diffenbach雌)

萎凋細菌病 (P. caryophylli) 

縁結細菌病 印 刷なinal;お pv 附rgl加lお)

葉腐細菌病 (E. herbicola pv. のIClameneae) 

芽腐細菌病 (P. marginalis pv. margi'削除)

腐敗病 (P. n昭rgi即lis pv. margi叩lis)

青枯病 (P. sola加cearum )
斑点細菌病 (P. s仁川ngae pv. delPhiniil 
青枯病 (P. sola加cearum )
条斑細菌病 (P. andropogonis) 
心腐病 (P. 抑制nal;ぉ pv. marginalis) 

葉枯細菌病 (x. campestn・s tardicrescens) 

条斑細菌病 (P. androρogonis) 
腐敗病 (P. n昭rgi即lis pv. maψinalis) 
斑点細菌病 (P. andropogonis) 

斑点細菌病 (P. 勾lringae) pathovar は 未決定
斑点細菌病 (P. 高yringae) pathovar は 未決定
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色のハ ロ ー を伴 っ た 水浸状の斑点が棄 に 生ず る が， こ れ

は後 に 拡大 し ， 発病葉 は ， 腐敗枯死す る 。 カ ト レ ア で は，
黒色不整形の病斑 を 生ず る が， 余 り 拡大せ ず葉全体 に 広

カ古 る こ と は な い。

(3) 軟腐病 (E. chrysanthemi pv. ρhilodendroni) (伊

藤 ら ， 1990) 

本病 は ， 既 に E. carotovora subsp. carotovora) に よ

る 軟腐病の報告 は あ る が， 新 し い病原体 E. chrysanth. 

emi pv. philodendroni に よ る 軟腐病であ る 。 高温多湿条

件 と な る 梅雨期 に 発生が多 い 。 初 め 葉身 に 水浸状の斑点

が生ず る 。 多湿条件下で急激 に そ れ は 拡大 し ， あ め 色 に

腐敗す る 。 や がて 株全体が枯死 に至 る 。

サ ト イ モ科

(1 ) 褐斑細菌病 (木嶋， 1987) 

サ ト イ モ 科の褐斑細菌病に は ， カ ラ ー に の み病原性 を

示す カ ラ ー褐斑細菌病 (x. cam:ρestris vs. zantedeshiae) ， 

シ ン ゴニ ウ ム に の み病原性 を示す シ ン ゴ ニ ウ ム 褐斑細菌

病 (x. campestris pv. ザngon勿e) ， ア ン ス リ ウ ム 及びデ

ィ フ ェ ン パ キ ア に 病原性 を 示 す (x. campestris pv 

d紛争nbachiae) 各 pathovar が あ る 。 病徴 は い ずれ も 類似

し て い る 。 初 め 葉身 に ハ ロ ー を伴 っ た 褐色の斑点 を 生 じ ，

病勢が激 し い場合 に は ， 葉身全体が枯死す る 。 湿度 と の

関連が深 く ， 250C前後の 多湿条件下で発生が多 い 。 ま た

多肥栽培での発生が多 い 。

(2) ス パ テ ィ ヒ ラ ム 葉腐細菌病 (E. ananas) (木嶋，

1987) 

初 め ， 葉脈聞 に 水浸状病斑が形成 さ れ， こ れ は速やか

に拡大 し 葉全体 に 及ぶ。 発病部位 は葉が主体で， 塊茎で

の発病 は み ら れな い。 高温多湿条件下で発生が多 い 。

シ ク ラ メ ン
( 1) 葉腐細菌病 (E. herbicola pv. cyclamenae) (木嶋，

1987) 

本病 は シ ク ラ メ ン に 多発 し ， 大 き な被害 を与 え る 重要

病害で あ る 。発生 は年間 は通 じ て み ら れ る が， 7 月 か ら 11

月 に 多 い傾向 であ る 。 葉身， 葉柄， 芽及 び塊茎 に発生 し ，

特 に 葉柄， 芽での被害が大 き い。 初 め 鉢 に 接触 し た 葉柄

に 黒色の シ ミ 状斑点， あ る い は 陥没部分が生 じ ， やがて

葉全体が黒褐色 に 腐敗 し， 葉柄 は折れて垂れ下が る 。 本

病原組菌 は ， 無病徴で も 導管 内 に生息 し組織内 を移動す

る 。 発病適温 は ， 25�330Cで あ る 。 高温高湿度で感染発

病 に 好適 と な る 。 肥料の 多 用 は ， 本病の発生 を助長す る 。

(2) 芽腐細菌病 (P. marginalis pv. marginalis) (長

田 ら ， 1984) 

本病の 葉身， 葉柄に お け る 病徴 は ， 葉腐細菌病 に 類似

し て い る 。 芽で は ， ま ず幼花芽の 基部 に ， 水浸状の斑点

が生 じ ， 後 に 鉱大 し て 黒褐色の 病斑 と な る 。 病状の進展

に と も な っ て 先端部 か ら 腐敗枯死す る 。 塊茎で は ， 感染

し た 部位が， 黒褐色 に な り し だ い に 維管東部 か ら 株全体

に 及 び， つ い に は腐敗枯死す る 。 低温期 に 発生が多 い傾

向で あ る 。

プ リ ム ラ
(1 ) 腐敗病 (Ps，仰domonas marginalis pv. ma得inalis)

(河原林 ら ， 1985) 

腐敗病 も 軟腐病 と 同様 に マ ラ コ イ デ ス に発生が多 い傾

向で あ る 。 本病 は ， 葉脈聞及 び葉縁 に 暗色不整形の水浸

状の斑点 を生 じ ， こ れ ら は 後 に 拡大 し て 癒合 し ， 中央部

は軟化腐敗す る 。 斑葉細菌病の場合 は 中央部の腐敗 は み

ら れな い 。

E 花 き に発生 す る 細菌病の生態

花 き 関係で， 細菌病の発生生態が調べ ら れて い る も の

は 少 な い 。 木嶋が行 っ た シ ク ラ メ ン及 び ラ ン の細菌病の

発生生態の調査事例 は ， 防除 に 関 す る 細菌病の発生生態

を 知 る 上で参考 に な る と 思わ れ る 。

シ ク ラ メ ン葉腐細菌病で は ， 第一次伝染源 は ， 種子，

用土， 鉢 な ど であ り ， そ の後鉢の接触， 管理作業 に お け

る ピ ン セ ッ ト ， 鉢替 え な ど で伝搬す る と 考 え ら れて い る 。

こ の と き 発病 に 関与す る 要因 と し て ， 温度， 湿度， そ の

遭遇時間， 植 え 替 え 時の付傷の程度， 肥料の量， 生育の

状態， 葉齢 な ど が複合的 に 絡 ん で く る こ と が示 さ れて い

る ( 図 1) 。 シ ン ビ ジ ウ ム 褐斑細菌病で も ， シ ク ラ メ ン薬

腐細菌病 と 伝染 の様式， 発病 に 関与す る 要因 は ほ と ん ど

変わ ら な い 。 異 な る の は シ ン ビ ジ ウ ム で は 種子伝染 が な

い こ と と ， 培地が異 な る 程度 で あ る 。 こ の よ う に栽培の

様式 と ， 病原細菌の 性質 を 知 る こ と に よ っ て ， 防除 に 関

連す る 病原細菌 の生態が， あ る 程度推測可能 と 考 え ら れ

る 。

病原細菌+ー第 l 次伝染→�発病→→ー←第 2 次伝染�発病
(伝染源 発病条件 伝染源)

温度 ( lO�33

'C. 窒素肥料
( 多肥 > 標準
> 小肥) ， 葉齢，

湿度， 体質

(健全>軟弱) ，
毒素の産生，
菌 密 度 ( 1 0 '
個/mll ，

品種

図 - 1 シ ク ラ メ ン葉腐細菌病の 伝染 と 発病 に 関与す る 要因

(木嶋， 1987) 
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発生 し た 病原細菌 を 見 る と ， 幸 い に し て 寄生性の 違 い

は あ る も の の 既 に他の植物で報告の あ る 種が ほ と ん どで

あ る 。 P. avenae， P. andropogonis， E. chη'santhemi， P. 

cichorii， P. syringae， P. solanac，ωrum， P. marginalis， 

A. tum尾治ciens な ど は ， 寄主範囲 の 広 い病原細菌で他の

食用作物で も 問題 と な っ て い る 病原細菌で あ る 。 ま た 異

な る 植物種 に 同一の病原細菌が寄生す る こ と がか な り み

ら れ， 栽培す る 品 目 を 変 え て も ， 依然 と し て 同ーの細菌

が問題 と な る こ と が考 え ら れ る 。 病原細菌の伝染環 を絶

つ た め に は， そ の特徴 と ， 生態 を よ く 調べ る 必要があ る

が， 現状で は各植物 に つ い て 調査 を す る 事は労力的 に ほ

と ん ど不可能 に近 い 。 他の植物で調査 さ れた生態 を 参考

に す る こ と も 必要であ ろ う 。

皿 防 除

防除の手法 と し て は ， 耕種的防除 と 薬剤 に よ る 防除が

あ る が， 細菌病 は薬剤 に よ る 防除が， 糸状菌 に よ る 病害

ほ ど有効で な い 。 し た が っ て 予防 を 主体 と し た ， 耕種的

防除法 と 薬剤 に よ る 防除法 を組合わ せ て は じ め て 実効の

上が る 防除に な る 。 耕種的防除法 は ， 伝染環の遮断 と 栽

培環境の 改善 に あ る 。 シ ク ラ メ ン薬腐細菌病では， 数%

の種子伝染が認 め ら れ， 次亜塩素酸 ナ ト リ ウ ム 水溶液 な

ど に 浸演す る 事で防除可能で あ る (木嶋， 1987) 。 生物工

学 で一般 的 に 行わ れ て い る 無菌 は 種 の 技術 を 応用 す れ

ば， 種子 の無菌化 は ， そ れ ほ ど困難で は な い と 考 え ら れ

る 。

土壌， 用土 ま た は鉢か ら の伝染 に 対 し て は， 蒸気消毒

4pm 2am 12pm 
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?昆

空 40
℃ ) 

20 

。

ま た は ク ロ ル ピ ク リ ン ， メ チ ル イ ソ チ オ シ ア ネ ー ト 油剤

な ど の く ん蒸が有効であ る 。 し か し 耐熱性 の 高 い細菌で

あ る ， P. caηoρhylli や A. rhizogenes biovar 1 な ど で

は ， 蒸気 に よ る 熱が十分到達 し な い死 角 が生 じ て十分消

毒 し き れな い こ と が あ る (西東， 渡辺， 1984 : 牧野， 大

沢 1987) 。 ま た A. tumefa，αiens で行 っ た 試験で は ， メ チ

ル イ ソ チ オ シ ア ネ ー ト 油剤 を 土壌 に 濯注 し た 場合 に ， 土

塊が大 き い と 死滅 し な い 場 合 が み ら れ た (陸民強 ら ，

1988) 。 土壌や鉢の 消毒 に は ， 蒸気消毒が最 も 信頼性が高

い と 考 え ら れ る が， 前述 し た ご と く 完全 な消毒が困難 と

な る 場合 も あ る 。

接触伝染の 防止 も 細菌病で は ， き わ め て 重要 で あ る 。

栽培期間の長い ト マ ト で は ， ハ サ ミ な ど を 介 し て 青枯病

が次々 と 伝搬 し ， 抵抗性台木 を 用 い た効果が全 く 現れ な

い事例 も み ら れ る 。 ハ サ ミ の 消毒の励行 と 作業方法の工

夫 に よ っ て 接触伝染 に よ る 発病 は か な り 減少 し た 。 切 り

花栽培の植物で発生す る 育枯病 に 対 し で も ， ト マ ト に お

け る と 同様 な接触伝染の 防止対策が役 に 立 つ も の と 考 え

る 。 ま た ピ ン セ ッ ト や管理作業 に よ っ て も か な り 高頻度

に伝染が起 こ る よ う であ る (木嶋， 1987) 。 ピ ン セ ッ ト の

消毒 と ， 管理作業の接触伝染 に対す る 注意 に よ っ て 発病

の低減 に効果がみ ら れて い る (木嶋， 1987) 。

栽培環境 は ， 細菌病 の 発病 に 関 し て 重 要 で あ る 。 一般

に P. gladioli ま た は E. herbicola グ ル ー プ な ど の 高 温

性の細菌 で は ， 高温高湿度条件下で病勢が急激 に進展す
る 。 温度 ま た は湿度 を下 げ る ， ま た そ の複合制御 に よ っ

て発病 を低減 さ せ る こ と が可能 と 考 え ら れ る 。 最近， 設

4pm 

100 

60 

40 

20 

。

2am 12pm 

温度

図 - 2 ハ ウ ス 暖房機 に 湿度 コ ン ト ロ ー ラ の設置に よ る 除湿効果

(i主) 左 : 無処理， 右 : 設定湿度 92%. リ ミ ッ ト 温度 220C. いずれ も 雨天時調査
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定 さ れ た 温度範囲で， 加温 に よ り 効率 よ く 相対湿度 を低

下 さ せ る 除湿 コ ン ト ロ ー ラ な る も の が市販 さ れ， 低 コ ス

ト で除湿効果が あ り ， 葉面の結露 を 防 ぐ の に効果が高 い

(図ー2) 。

細菌病 に対す る 薬剤 に つ い て は ， 登録薬剤が少 な い ，

有効薬剤が ほ と ん ど無 い な ど 問題が多 い 。 現状で は銅水

和剤， 有機銅水和剤， ス ト レ プ ト マ イ シ ン剤， チ ウ ラ ム

剤 な どが有効 と 考 え ら れ る が， そ の効果 は十分で は な い 。

ま た 糸状菌 な ど に比べて薬剤耐性菌が容易 に 出現す る の

で， 作用 の 異 な る 薬剤 を混用 す る か ロ ー テ ー シ ョ ン散布

な ど の工夫が必要 と な る 。 最近で は ， ス タ ー ナ 水和剤 な

ど細菌病 に 効果 の 高 い薬剤が出現 し て い る の で各種花 き

の細菌病 に対す る ， 早急な登録が望 ま れ る 。

お わ り に

花 き 栽培 に お け る 病害 の 防御 は ， 病原菌の持 ち 込 み の

防止 と ， 持 ち 込 ま れた場合の発病 の 防止 に あ る 。 花 き で

は取 り 扱 う 植物の種類が多 い の で当 然 そ れ に発生す る 細

菌病の 数 も 多 く な っ て く る 。 し た が っ て 病害の原因 と な

っ て い る 病原細菌 を 効率 よ く 検査， 同定す る シ ス テ ム の

開発が必要 と 考 え ら れ る 。 特 に 洋 ラ ン な ど の よ う に リ レ

ー栽培 さ れて い る も の で は ， 販売者， 購入者 と も に健全

苗の確保が必要 と 思わ れ る 。 高感度 な検査法であ る エ ラ

イ ザ法. DIBA 法 な どが開発 さ れて お り 保菌苗の検査 に

導入す べ き と 考 え る 。

持 ち 込 ま れた病原細菌 を い か に 最小限 に 抑 え 込 む か に

つ い て は ， 矯種か ら 収穫 ま での 病原細菌の 動態 を ， 実用

的 に 制御可能 な条件 (温度， 湿度， 肥料の量， 質， 薬剤，

光， 炭酸 ガ ス ， 培土) を 変化 さ せ て 解析 し ， 病害防御 を

独立 し た も の でな く 栽培の シ ス テ ム の 中 に 組み込ん で ゆ

く 必要が あ る と 思わ れ る 。

参 考 文 献
1 ) 瞳上耕児 ら ( 1990) : 日 植病報 (講要 56 : 151 � 152. 
2) 後藤正夫 ら ( 1981) : 植物防疫 35 : 32�36. 
3) 伊藤泰信 ら ( 1990) : 日 植病報 (講要 56 : 98�99. 
4) 川久保幸雄 ・ 後藤正夫 ( 1987) : 向上 53 : 404. 
5) 河原林主ー ら ( 1985) : 向上 51 : 343. 
6) 木嶋利男 ( 1987) : 栃木農試研報 34 : 1�175. 
7) 小林紀彦 ( 1992) : 野菜病害虫防除研究会 シ ン ポ ジ ウ ム
8) 牧野孝宏 ・ 森田傍 ( 1984) : 関西病害虫研報 26 : 65. 
9) ・ 大沢高志 (1987) : 静岡農試研報 32 : 23�30 

10) 一一一一一 ( 1992) : 向上 36 : 129� 138. 
1 1 ) 内藤 ら (1986) : 日 植病報 (議要 52 : 151. 
12) 農 林 水 産 省 野 菜 ・ 茶 業 試 験 場， 日 本 植 物 防 疫 協 会

pp 9�25. 
13) 長田茂 ・ 三浦喜夫 (1984) : 日 植病報 50 : 421. 
14) 陸 民強 ら ( 1988) : 関西病虫研報 30 : 37�41. 
15) 西東 力 ( 1985) : 日 植病報 51 : 145� 149. 
16) 一一一一 ・ 渡 辺 栄 ( 1984) : 関 東 東 山 病 虫 研 報 31 : 

86�89. 
17) -- ( 1990) : 原 色 新 し い 病 害 虫， 農 村 教 育 協 会

11  : 1 131 
18) 白 田 昭 ら (1984) : 日 植病報 (講要 50 : 422. 
19) 土屋行夫 ら ( 1987) : 向上 53 : 404. 
20) 外側正之 ら ( 1990) : 向上 56 : 152. 

v
・・sJ
V

'
'zu・
4

一

トAV
一

一

だ
…

…

央
…

…

中
…

病害虫 ・ 雑草防除の技術 の 現状， 今後の推進 と 推進 に 当

た っ て の 問題点等 に つ い て検討 さ れた 。 ま た ， 植物防疫

課か ら は， 最近の 話題 と し て 臭化 メ チ ル の オ ゾ ン 層破壊

問題 と 安全使用基準の 変更 に つ い て 説明 さ れた 。

0第 2 回天敵利用研究会開催 さ る

農林水産省農業研究セ ン タ ー は . 12 月 10 日 ， 神戸大学

農学部 に お い て ， 植物防疫課の担当 官， 県農業試験場，

病害虫防除所職員， 神戸大学及 び京都府立大学関係者，

関係各 メ ー カ ー の 担当 者等約 50 名参集 の も と に 第 2 回

天敵利用研究会 を 開催 し た 。

最初 に ， 農水省農環研矢野栄二氏 ら が海外の 現状 を 踏

ま え て 天敵利 用 の 将来性 に つ い て講演 し た の ち ， 各方面

か ら 糸状菌， 寄生蜂， ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ ， テ ン ト ウ ム シ

に よ る ア ブ ラ ム シ類 の 防除の試 み， 線虫 に よ る 芝の コ ガ

ネ ム シ類等 の 防除実用化， カ ブ リ ダニ 等の施設利用 ， コ

ナ ガ防除の た め の各種寄生蜂利 用 の 実用 化技術， 等が発

表 さ れた 。 こ れ ら に つ い て 様々 な観点か ら 活発 に 討議が

な さ れ， 天敵利用防除の実用 化 の た め 農薬登録の 促進の

問題な ど に つ い て も 話題 に な っ て い た 。

O平成 4 年度病害虫防除所職員 等中央研修開催 さ れ る

農水省植物防疫課 は . 1 1 月 17 日 か ら 20 日 ま での 4 日

間， 農水省会議室 に 都道府県病害虫防除所の職員 等約 90

名参集の も と に ， 中央研修 を 開催 し た 。 本年は最近多発

し て 問題 と な っ て い る 「果樹カ メ ム シ類の発生予察 と 防

除対策J . 特殊調査が終了 し た 「ニ カ メ イ ガの発生予察」

の ほ か. r落葉果樹病害の初期発生要因の解析J . r微小害

虫の調査 と 同定J . r農薬取締法 と 農薬検査所の業務J な

ど， 日 頃病害虫防除所 に お け る 業務 に 関連す る 講義の研

修 と な っ た 。 ま た . (社) 日 本植物防疫協会が昨年か ら 全

国各地で実施 し て い る 「農薬 を 使用 し な い で栽培 し た 場

合の病害虫被害」 に つ い て 発表 さ れた 。

0平成 4 年度病害虫防除所長会議開催 さ れ る

農水省植物防疫課 は . 1 1 月 26 日 ， 農水省会議室 に お い

て全国の病害虫防除所長参集の も と に 所長会議 を 開催 し

た 。 今年 は ， 農水省がそ の推進 を 打ち 出 し た 環境保全型

農業の視点か ら ， 現在の取 り 組み の状況， 環境保全型の
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